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地域の子供たち地域の子供たち

　東京都では、次代を担う青少年が健やかに成長し、社会の一員として希望をもって活躍できる大人になれるよう、
青少年の健全育成にかかる啓発や環境整備に取り組んでいます。
　青少年の健全育成のためには、家庭・学校はもちろん、地域で活躍する様々な大人の皆様の総力の結集が不可欠です。
　地域貢献活動の一環として、青少年の健全育成に取り組んでいる企業や商店街の先進的な事例をご紹介します。
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さまざまな人とのふれあいや体験を通じて
子供たちは成長していきます

さまざまな人とのふれあいや体験を通じて
子供たちは成長していきます

～地域で子供を育てよう～
企業や商店街の取組



★子供たちが、商店街の実際のお店で、普段はでき
ない仕事の体験をするイベントです。対象は、小
学３～６年生。

★平成 30 年は様々な業種のお店（14 店）で体験し
ました。（コンビニやファストフード、ファミリー
レストランなど子供たちに身近なお店も！）

★なじみの商店街を普段とは違う角度からみること
で得られる新鮮な「気づき」から学び、成長につ
なげる取組です。

★地元のNPO法人カッセＫＯＧＡＮＥＩや東京学芸
大学の学生さんにもご協力いただいています。

★毎年、楽しみに参加してくれる子もいます。ここ
数年は、３月の祝日（春分の日）に固定している
ことで、前もって予定を入れてくれているようで
す。

★保護者のアンケートでも、とても好評です。「普段
見られない子供の表情が見られた」「地域とのふれ
あいを実感できた」等の声をいただいています。

★今回で７回目になりました。子供たちがより楽し
めるように、そして、店側も負担にならないように、
毎年、少しずつ工夫・改善しています。

★対象学年以外の子も楽しめるように、スタンプラ
リー、野菜販売（野菜は地元の JA 等から提供）、
フリーマーケットも同時開催しました。

★安心して参加できるよう保護者の方も同席した事
前説明会を開催し、開催後も互いに声をかけ合え
る‘つながり’ができるよう工夫しています。

どんな取組ですか？

参加者の反応は？

工夫しているところは？

商店街の概要
○ＪＲ武蔵小金井駅北口の小金井街道沿い
に延びる、小金井市で一番古い商店会。

○加盟店は、約 80店。
○通称「シルクロード五番街」

北口こども商店（小金井市商業振興会）

あこがれの美容室ではじめてのヘアメイク。

駅前のパン屋さんでお手伝い。けっこう大変です。



★世田谷区内の小学生の絵のコンクールです。募集
テーマは、「ぼくの町、私の好きな場所」。まわり
の建物やまちなみ、そこで働く人々などに目を向
けて、印象に残る風景を描いてもらっています。

★より良き社会を目指し、子供たちが自分たちの住
んでいる地域に目を向け、誇りを感じ、情緒豊か
に育つためのお手伝いができればと、平成 26 年か
ら実施しています。

★平成 30 年度は、636 点の応募があり、全作品を
当社のギャラリーに展示する絵画展も行いました。

★子供たちや保護者の方にも、とても喜んでいただ
いています。毎年、力のこもった作品を描いてく
れる子供もいて、審査員もどんどん上手になる絵
から成長を感じることができ、楽しみにしていま
す。

★子供たちも作品づくりを通じて、地域の風景を見
直し、美しいものや文化に気づき、改めて残して
いきたいと思ってくれているようです。

★約３週間にわたる絵の展示では、多くの来場者が
子供たちの作品に感心するとともに、まちの良さ
を再発見してくださっています。

世田谷児童絵画コンクール（伊佐ホームズ株式会社）

どんな取組ですか？

参加者の反応は？

★子供たちに大勢の前で褒められる経験をしてほし
いので、表彰式には受賞者全員を招待しています。
子供たちから一言ずつコメントももらい、ご家族
の皆さんと共に楽しいひとときを過ごしています。

★会社の顧客や地域の商店街等もポスターやチラシ
の配布に協力してくださるなど、地域の方や学校
の先生とも連携し、企画から運営まで一緒にコン
クールを作っています。子供の成長を一緒に喜べ
る輪が広がるのが嬉しいです。

工夫しているところは？

企業の概要
○昭和 63 年設立。世田谷区瀬田に本社を
おく工務店。

○業務内容は、注文住宅や寺社・旅館の設
計、施工など。日本の美しい伝統文化に
根差した建築を目指している。

笑顔いっぱい。がんばって描いてよかったね。

来場の皆さんも子供たちの絵にひきこまれていました。



★江東区を中心に近隣地域 14 チーム、約 200 名の
小学生が参加するバスケットボール大会です。地
域に根ざす企業として、バスケットボールを通じ
て地域の子供たちの応援をしていきたいと考えて
います。

★始めたきっかけは、平成 26 年の創立 50 年記念事
業の一環である「地域貢献活動」の一つでした。 公
財）江東区健康スポーツ公社、江東区バスケット
ボール連盟のご協力を得て開催しました。とても
好評だったので、それから毎年開催しています。

★子供たちの最後まで諦めないプレーでとても盛り
上がります。当社のバスケットボール部の選手と
も顔見知りになり、公式試合に応援に駆け付けて
くれるなど、こちらも元気をもらっています。

★子供たちはもちろん、保護者からも「来年もぜひ
やってほしい」との声をいただいています。

インテックカップ（株式会社インテック）

どんな取組ですか？

参加者の反応は？

★勝負だけでなく、当社の部員も助っ人としてゲー
ムに参加したり、ハーフタイムに実施する保護者
のフリースローの結果をチームの得点に加算する
など、笑顔で試合ができるよう工夫しています。 

★試合のほかにも、フリースロー大会や部員による
バスケットボール講習会も行っています。

工夫しているところは？

企業の概要
○昭和 39 年設立。ＴＩＳインテックグループの
中核企業として、IT 分野において幅広く事業
を展開。20 年前から東京本社を江東区新砂に
置く。 

○平成 23 年にグループのバスケットボール部と
して「Yellowtails」を設立し、実業団チーム
として活動。平成29年度には全国大会に出場。

フリースロー大会にて。シュート！！

バスケットボールが大好きな子供たちとの熱い 1日。



★年 1 回の商店会の文化祭です。近隣の早稲田大学
キャンパスを借り、早稲田大学の大学生にも協力
してもらっています。

★この中で、子供たちによる「キッズ商店街」を平
成 29年から始めました。水ヨーヨーすくい、射的、
輪投げなど子供たちが楽しめるお店を出店してい
ます。

★地域の小学校低学年を中心に 40 名程の子供たちが
参加してくれています。

★子供が店員さんをしていると、お父さんお母さん
だけでなく、おじいちゃんおばあちゃんも、がん
ばっている姿を応援しに来てくれて、とても盛り
上がります。

★子供たちには、「ありがとうの形」として「アトム
通貨」100 馬力を渡しています。翌日以降、それ
で商店街で買い物ができます。販売の楽しさだけ
でなく、自分の稼ぎで、実際に街で買い物をする
楽しさも味わえます。

地球感謝祭（早稲田商店会）

どんな取組ですか？

参加者の反応は？

★毎年 11 月に近隣の大隈通り商店会が行っている
「西早稲田こども天国」でも、子供たちが産地直送
の野菜の販売をしていて、年々地域で認知され、
輪が広がっています。

★早稲田の大学生が子供たちをサポートしてくれて、
そこで顔見知りになり、お互い声をかけ合う関係
が生まれて、地域の安心安全にもつながっていま
す。

工夫しているところは？

商店街の概要
○さくらトラム（都電荒川線）早稲田駅か
ら早稲田大学に至る商店街。

○加盟店は、約 80店。
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地域の方がたくさん来て、盛り上がります。

楽しいお店がいっぱいのミニ縁日。
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当リーフレットで紹介したような
「地域で、青少年の健全育成に取り組んでいる企業や商店街等」を

ご存じでしたら、ぜひ下記までご連絡ください。

あいさつキャラクター
えくぼちゃん

東京都では、
地域における青少年の健全育成に

取り組んでいます

○あいさつ運動○

　他者とのコミュニケーションの第一歩と
して、あいさつ運動の気運醸成を行ってい
ます。都内の小学校で、音楽劇「あいさつ
は魔法の力」を上演し、「あいさつの大切さ」
や「人を思いやることの大切さ」について
学ぶ機会を提供しています。

○体験記○
小学生ふれあいアートコンクール

　家族や地域の人々とのふれあいの大切さ
を考える機会として、都内の小学生から「家
族や地域の人とのふれあい・ささえあい」
をテーマとした絵と絵にまつわるエピソー
ドを募集しています。

○青少年応援プロジェクト＠地域○

　地域の中で、外国人や国際経験豊かな
方々を通して“多文化への理解を深める”、
高齢者や障がい者との交流により“他者を
思いやる”など、青少年のダイバーシティ
意識を育むイベントを行っています。

○中学生の主張　東京都大会○

　都内の中学生が日常生活で考えているこ
とや意見・希望についての作文（スピーチ
原稿）を募集しています。選ばれた中学生
が東京都大会
で発表し、文
集に掲載して
います。
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Ⓒshinichi emura. reiko nosaka. 
    php institute, inc


